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履修科目や近況について 

★履修科目の内容 

・COMMUN 101: Introduction to Interpersonal Communication 

コミュニケーション学の導入に当たる科目のため、新入生が多め。受講生は 20 人ぐらい

のレクチャー形式の授業で、基本的な用語や知識を学ぶ。レクチャーの合間に、周りの

人と話し合う時間もあった。160 分間の長めの授業なので、スナックを食べながら受けて

いる人が多い。 

・COMMUN 350: Intercultural Communication 

350 の授業になると、学部 3 年生、4 年生がほとんどで、受講生は 10 人ぐらい。指定の

本を読んで予習し、その内容をもとに授業が進む。本の内容は、cultural dimensions(文

化の範囲)や、アイデンティティ形成のプロセスなどについてで、予習は大変だが、内容

はとても面白い。また、クラスでは私が唯一の international student ということもあり、

発言すると考え方や文化の違いに興味を示してもらえる。 

・DANCE 103: Introduction to Iyengar Yoga 



 

 
 

ヨガの授業は楽しそうなので取ってみた。月曜日はヨガ、水曜日は予習で読んだヨガの

歴史の本に関するディスカッションをする。朝からヨガをしてリフレッシュできるの

で、楽しんでいる。 

・EAP101, EAP135: Academic writing, Academic listening and speaking 

英語を母語にしない学生のための英語の授業で、主にアカデミックで必要な writing、

listening、speaking を勉強する。とくに writing のクラスは宿題がとても多いが、力はつ

きそう。与えられた文章の要約や意見文の書き方を学ぶ。Speaking のクラスでは、プレ

ゼンテーションを行う。 

・どのクラスにも共通して、CANVAS(Moodle のようなもの)で、授業内容のオンライン

クイズがある。また、CANVAS で課題を提出している。 

 

★生活面 

・キャンパス内の Sandburg という大学寮に住んでいる。一番遠いヨガの建物までも 15

分あれば歩いて行ける。East Tower にしたので、キッチンがついていて便利。キッチン

があるので Meal Plan は付けずに自炊することにした。スーパーマーケットは近くにい

くつかあるし、週に１回大学で Food pantry もあるし、イベントで Free food をもらえる

ことも多いので、食べ物に困ることはない。 

・入寮時には、シーツ・枕・布団はないので、早めに Target や Walmart などのスーパー

マーケットにいって買うのがおすすめ。キッチン用品もないので、買うか、ルームメイ

トとシェアする。 

・UWM の学生は BUS PASS で、市内バスを無料で乗れるので、スーパーマーケットに

行くときも、またダウンタウンまでも、バスで移動できる。また、１年間 8 ドルで乗れる

自転車もある。 

・Sandburg という寮の裏に、UREC という建物があって、学生は無料で、ジムやプー

ル、サウナを利用できる。 

・大学内には勉強スペースがたくさんある。Student Union や図書館、スタディラウンジ

など、好きなところで勉強できる。 

 

★課外活動 

・とくに Fall Welcome の 9 月は、イベントがたくさんあって、友達もできるので、積極

的に参加するのがおすすめ。例えば、市内の動物園に行ったり、MBL ミルウォーキーブ

リュワーズの試合を見に行ったり、ミシガン湖ボートツアーに行ったり、リンゴ狩りに

行ったりした。また、大学主催のこれらのイベントは全て無料だった。 

・車を持っている人と友達になれれば、少し遠くにお出かけできる。この時期はハイキ

ングをしたのがすごく楽しかった。 

・スポーツクラブや学生団体も山ほどあるので、イベントに参加してお気に入りを見つ

けるのが良い。日本語を勉強している学生の団体、JCA というのがあって、日本が好きな

学生と知り合うこともできる。 



 

 
 

 


